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緊急全校決起集会を開く

（令和元年９月１９日）

未来への危機

地球温暖化、

気候危機…
何か行動しなければ！

危機感を広めたい！
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令和元年９月・１２月 第１・２回気候マーチ

• 400余人の生徒が浜松市をマーチ
•気候危機を訴えたい！
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・若者世代が話し合う会議（若者会議）の設置

・新エネルギーの開発推進に向けた意見書

・学校、病院に対し、RE100への活動支援
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静岡県知事への要望書

（令和元年１２月２４日）

浜松市長、浜松市議会議長への提言書

（令和元年９月２０日）

・市街地の緑化促進

・RE100推進に向けた支援

・気候危機に対する具体的な活動、講座の実施



要望が実りました☺
若者会議の設置（令和２年１１月３日）

•浜松市内の高校３校で若者会議を実施
•地球温暖化防止のために高校生が議論

浜松市長 鈴木康友 氏

も参加！ ｱﾘｶﾞﾄｳ！
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令和２年９月 オンライン気候マーチ

• コロナ禍の中で何ができるか悩み考えた結果
•小泉環境大臣とのオンライン会議でアイデアをいただいた
•生徒会も賛同し全校生徒約１１００余人が参加
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長野県白馬高校との連携

（令和２年１２月２１日）

気候マーチ、環境白書が縁で

白馬高校との生徒間交流
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地域の電力供給 鈴与商事㈱とのコラボ

（令和３年２月１９日）

•学校に電力を供給している鈴与商事㈱と再エネ100％計画
•ゼロカーボンを訴える若者参加型CMを企画中
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強み ＝持続可能な行動力

私たちの未来を守る意思は揺らがない！

• 400人余規模の気候マーチと1100人余規模のオンライン気候マーチ
を行い、若者発信で危機を訴え、若者の繋がりがもてるようになった。

•当初批判的であった大人たちが、私たちの活動に目を向け始めた。
•私たちの心を支えたのはCOP25の小泉大臣の発言であった。

９



課題

•脱炭素をもっと訴えて広めていきたいが、なかなか広まらない。
•再エネRE100を訴えても、大人の理由で進まない。

10



大人の責任（求めたいこと）

・2030年までに再生可能エネルギーの
電源比率を５０％目標としてほしいです。

・環境教育の推進

脱炭素社会を実現するために脱炭素についての学習時間を

確保してほしいです。

・再エネを導入しやすい支援

補助金の設定や、再エネを利用したい学校などへの支援を

してほしいです。
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資料：小泉環境大臣とのミーティング

（令和２年８月７日）
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私たちの未来を守る提言

１ 再生可能エネルギーの電源比率を２０３０年までに

５０％目標としてほしいです。

２ 気候危機による食料困難に備え、国の自給自足率を

上げるために、荒れ地の活用に取り組んでほしいです。

３ 気候危機の知識を身につけ、若者が行動に移せる土台

作りをするために、気候危機を教育課程に入れてほしい

です。

４ 気候危機による洪水で大きな被害を防ぐために、治水

整備に迅速に取り組んでほしいです。
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資料：生徒主体の取り組み

•全校から食品を回収するフードドライブ運動
• マイボトル運動（ウォーターサーバー企業連携）
•環境に配慮した制服リサイクル
•企業とコラボしてアップサイクルの商品企画

協力してくださった

企業の皆さん、

ありがとうございます！
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資料：脱炭素チャレンジカップ２０２１

（令和３年２月９日）

•本校の取り組みを発表
環境大臣賞・金賞を受賞→単なるエコ活動ではなく
気候変動を危機として捉えて、活動したことが評価された
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